
電話：

事業名

主催（共催）

開催場所 ピュアリティまきび、国立療養所邑久光明園、渋染一揆関係地

人権課題 人権全般、同和問題、障害者、子ども、女性、ハンセン病

（３）参加者の反応・事業の反響等

（２）-２　特色・工夫した点（広報の方法も含む）

２．事業内容

（１）事業の目的

　「岡山県人権政策推進指針」及び「岡山県人権教育推進委員会答申」の趣旨を踏まえ、同和問題をはじめ様々な人権問題の
早期解決に向けて、人権問題相互の関連を図り、自らの課題として日常生活の中に生かせる人権感覚を身に付けるための教
育啓発活動を一層推進するため、深い認識と実践力を持った指導者の養成を行う。

(財)人権教育啓発推進センター

実施自治体・担当課　（連絡先）
岡山県教育庁人権・同和教育課指導班

（０８６）２２６－７６１２

実施年月日・
実績等

○人権教育・啓発指導者講座Ⅰ     ○人権教育・啓発指導者講座Ⅱ
平成１６年  ５月２０日：２５名             平成１６年　７月２８日：６１名
平成１６年　６月３０日：２５名             平成１７年　２月　８日：５８名
平成１６年  ７月１４日：２５名
平成１６年  ８月　４日：２６名
平成１６年  ９月　１日：２６名
平成１６年１０月１３日：２３名
平成１６年１２月  １日：２７名

１．概要

人権教育・啓発指導者講座Ⅰ
人権教育・啓発指導者講座Ⅱ

地方公共団体における人権教育事業の実施状況に関する調査研究 様式２

事例調査票 （２）事業概要

岡山県教育庁人権・同和教育課
岡山県産業労働部人権・同和対策課

人権教育・啓発指導者講座Ⅰ：市町村教育委員会及び市町村から推薦のあった者、企業の方
人権教育・啓発指導者講座Ⅱ：講座Ⅰ修了者のうち希望者を対象

対象

*回数・参加人
数・作成部数等

○人権教育・啓発指導者講座Ⅰ
様々な人権問題について理解と認識を深めることができるように学習内容を設定し、そして、その内容が単なる知識
の提供に終わることなく、受講者が自ら参加し体験でき主体的に取り組めるような研修方法を取り入れるよう努めた。
○人権教育・啓発指導者講座Ⅱ
学習内容を設定するに当たり、人権にかかわる新しい情報を提供したり、それぞれの取組を情報交換できるよう留意
した。

○人権教育・啓発指導者講座Ⅰ
７日間の連続研修であるが、様々な人権課題を扱い、講義だけではなく、ワークショップや現地研修等の体験的参加
型学習の研修形態を積極的に取り入れたことにより、参加者には好評であった。
○人権教育・啓発指導者講座Ⅰ
人権教育・啓発指導者講座Ⅰ修了生に対して、年間２回、情報提供の趣旨から、国や県の人権教育・啓発に関する
動きや様々な人権課題について理解や認識を深めていくことができるような研修内容にしていることから、参加者に
は概ね好評である。

○人権教育・啓発指導者講座Ⅰ
講座内容や学習手法の一層の工夫が求められる。
講座修了生の指導者としての活躍が十分なされていない。
○人権教育・啓発指導者講座Ⅱ
受講生の学習ニーズに応じた研修内容の充実。
人権教育・啓発指導者講座Ⅰ同様、指導者としての活躍の場や機会を提供していくことが課題。

○人権教育・啓発指導者講座Ⅰ
岡山県産業労働部人権・同和対策課と共催実施している。
受講者は、各市町村教育委員会及び市町村から推薦された者や企業の方からなり、毎年約３０名前後が受講してお
り、平成１６年度までの修了者は、４８５名である。
講座内容としては、様々な人権課題について知的理解を深め、体験や交流したりすることができるように、行政説明
や講義のみならず、現地研修、ワークショップ等の参加体験型学習を取り入れている。
（平成１６年度講座の内容）
啓発資料作成上の課題（差別表現等）について
国立療養所邑久光明園にて現地研修
渋染一揆について（講義と現地研修）
行政説明（障害者の人権、男女共同参画、子どもの人権）
人権課題についてのＱ＆Ａづくり、ファシリテーターの養成
人権教育・啓発の指導者として（講義）等
○人権教育・啓発指導者講座Ⅱ
岡山県産業労働部人権・同和対策課と共催実施している。
この講座は、人権教育・啓発指導者講座Ⅰの修了生の希望者に対して、人権教育・啓発に関わる様々な情報を提供
することを目的として実施している。
（平成１６年度講座の内容）
啓発ビデオ視聴（ハンセン病）、講演：子どもの人権（子どもへの虐待の現状と課題）
講演：セクシュアル・ハラスメント防止のために、行政説明（家庭で学ぶ情報モラル）
啓発ビデオ視聴（高齢者・女性問題）、報告：「広域化人権教育推進支援事業に取り組んで」

市町村及び実行委員会等が事業主体であるが、補助や委託を通して、県下の人権教育の推進に寄与することがで
きた。

（２）-１　連携状況

（３）-１　反省点・今後の課題


